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物  質  名 3-メチル-4-ニトロフェノール ＤＢ－45 

別  名 
4-ニトロ-m-クレゾール、ニトロ-ク
レゾール 
 

構 造 式 

 

CAS 番号 2581-34-2 
PRTR 番号 － 

化審法番号 3-790 

分子式 C7H7NO3 分子量 153.14 
沸点 － 融点 127-129℃ 1) 
蒸気圧 6.32×10-4 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm =6.26 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.48（実測値）3)  水溶性 1.19×103 mg/L（20℃、実測値）3)  

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 1,200 mg/kg  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を交尾前 2 週から雄で 46 日間、雌で哺育 3 日まで強制

経口投与した結果、雄の 300 mg/kg/day 群で 1/12 匹が死亡し、死亡前に自発運動の減少、腹

臥位、呼吸緩徐がみられ、腎臓、心臓、肺で血栓形成を認めた。同様の症状は 300 mg/kg/day
群の雌 2 匹（妊娠 20 日から 21 日）でもみられ、500～2500 mg/kg を単回投与した場合と類似

の症状であった 5)。この結果から、NOAEL を 100 mg/kg/day とする。 
・ラットに 0、0.015、0.05、0.15％の濃度で 6 ヶ月間混餌投与した結果、0.15％群で尿糖の一過

性の排泄がみられた以外に、投与に関連した影響はなかった 6)。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を交尾前 2 週から雄で 46 日間、雌で哺育 3 日まで強制

経口投与した結果、30 mg/kg/day 以上の群で交尾、受胎能、生殖器等への影響はなかったが、

雌では 300 mg/kg/day 群の妊娠期の 2/12 匹で自発運動の減少、腹臥位、呼吸緩徐がみられた。

仔では、一般状態、体重、生存率への影響、剖検での異常はなかった 5)。この結果から、NOAEL
を母ラットでは 100 mg/kg/day、父ラット及び仔で 300 mg/kg/day 以上とする。 

・マウスに 0、25 mg/kg/day を妊娠 7 日、9 日及び 11 日に経口投与（投与方法は不明）した結

果、25 mg/kg/day 群で着床後損失率、一腹当たりの胎仔数、胎仔の体重、奇形の発生率への

影響はなかった 7)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

情報は得られなかった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
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 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 100 mg/kg/day（自

発運動の減少、呼吸緩徐など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 10 mg/kg/day を

暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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